
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【鹿児島県】 

学校名【 鹿児島市立清和小学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅲ ･ Ⅴ  

２ 実施対象者 

 

（学年 ･人数） 

鹿児島市立清和小学校 

４年生１４４名・５年生１４９名・６年生１４０名 

教職員１５名・保護者他3２名（計４８０名） 

 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 体育・総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標   

 （ねらい） 

○オリンピックやパラリンピックの歴史などについて調べ、オリ

ンピックやパラリンピックへの興味関心を高めることができる。 

○オリンピアンやパラリンピアンの話を聞き、スポーツにおける

生きがいや目標づくりに気付き、生涯体育の意識を高めることが

できる。 

５ 取組内容  １月第３週～第4週 

〇オリンピック・パラリンピックについて知る。 

・場所：4年生以上の各学級 

・時間：各学級の体育の時間・総合的な学習の時間 

・校長先生による、オリンピックの歴史や意義などの説明があっ

た。クイズを使い、グループでの話合い活動を通して、楽しく学

んだ。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に

関する学び 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の

育成 

 

 

 

 

  

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



２月６日 

〇 パラリンピアンの講演会 

・体育 

・体育館（4年生以上の児童と保護者、学校保健委員・その他） 

・義足アスリート選手の「村上清加」さんの講演 

 

 

 

             

 

 

６ 主な成果  

 

○オリンピックやパラリンピックについて、調べ学習や説明を受

けることで、オリンピックやパラリンピックへ興味を示し、学級

で話題にする機会が増えてきた。 

○村上選手の話を聞き、何事に対しても前向きに取り組むことの

大切さやつらいことが起きた時でも、支えてくれる人への感謝の

気持ちをもつことの大切さに気付くことができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○体育学習と PTA 活動を関連付け保護者も参加できる環境づ

くりを行った。 

・児童だけの学習でとどまることがないようにPTA学校保健委

員会の中に講演や対談を設定し、家庭で一緒にパラリンピックへ

の興味を高めるとともに目標をもつことの必要性を感じてもら

った。また、校区コミュニティ協議会でも紹介し、地域とともに

生涯スポーツの意識向上を図った。 

８ 主な課題等 ○教育課程の中に確実に時数を確保し、計画的に取り組むこと

が必要になる。 

○より多くの保護者や地域に方に知っていただくために事前広

報を確実に行う工夫が必要になる。 

○全学年が体験できるように指導形態を工夫していきたい。 

９ 来年度以降

の実施予定 

○推進校として積極的に取り組み、講師選定や依頼等早目に対応

していきたい。 

○児童や地域にとって生きる力をいただけるこの機会を十分生

かしていきたい。 

 


